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エÀ¼¿ö³öサマúー

三位⼀体の課題に直⾯する業界

÷ータ»ンター需要
急増

AI÷ータ»ンターの爆発
的増加によº電⼒·⽔需

要が急拡⼤

カーボンニューøù
û

社会的要請によ»再⽣可

能エネû¾ーへの転換圧

⼒

´ンõù⽼朽化

既存設備の⽼朽化と熟練技術者不⾜への対応

ビ¸ネ¹モデルの転換

<アナýグ前提={ら<÷ジタû前提=へ~ûーûチェンジ|

必要です2本üポーøで�1こ¼ら~課題を克服し12026年
以降に勝ち残»ため~戦略的指針を提⽰します2
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Saving Sessions~¿õ
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技術調査

2026年を⽀配する最新テクノロジー
1

¸ー¸·ンö³óクAI
複数の専⾨AI¸ー¸·ンø|連携し1
異常検知{¹チケóø発⾏1顧客通知

まwを⾃律的{完結さ{»<÷¸タ

û·²センブúù´ン=を構築しま

y2

2

説明可能zAI統合÷¸タûô
´ン

物理的z管網を仮想空間{再現し1AI
|<z|}の漏⽔ú¹クを予測した

{=を説明w}»技術{¸º1現場技

術者|確信を持っv動けまy2

3

衛星÷ータ{¸»広域監視

宇宙{¹の÷ータを⽤いv⽔道管の凍

結ú¹クを予測2地上センサー{頼¹

z÷¸タû÷ータ{¹直接価値を⽣む

技術|実⽤化さ¼ました2



ローûモ÷û分析

Kraken Technologies
ユーö³úö³OSの提供企業

ºクøパ¹¸ú¸ー{ら分社化さ¼たKraken�1世界7,000万件以上~顧客⼝座を⽀え»<ユーö³úö³~ため~OS=xしv1ù´
セン¹収益を柱xy»ビ¸ý¹モ÷ûを確⽴しました2

86.5億
時価総額(ùû)
約1.3兆円~企業価値

5億
売上⾼(ùû)

約750億円を超え»収益

ノンúニ²な成⻑モ÷û

顧客数|増え»ほy·¹öム|学習し1効率|⾼ま»<þンúû²z顧客価値創造プロセ¹=を実装22022年{経営破綻した競合企
業Bulb~150万⼈~顧客を1わz{6ヶ⽉wプùッøフ¹ームへ統合しました2



Next Kraftwerke
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将来予測

2026年の業界変⾰

AI¸ー¸·ンø{¸る全⾯置換
全従業員|<AI¸ー¸·ンø~監督者=
へ進化2カ¹タþーサýーø{¹現場

点検まで1AI|⾃律的{遂⾏します2

÷¸タû·アセンöúùイン化

úニアz÷ロセ¹{¹1AI|常{最適
化を回し続けるノンúニアz÷ロセ¹

へ進化します2

無選択型意思決定へ~移⾏

顧客~AI¸ー¸·ンø|最適zサービ
¹を⾃動選択2⼈間�承認するだけ~

ùイõ¹タイûへ2



戦略的提⾔

経営層|今、決断すべ}こと
01

ソフø¶·²企業への再定義

IT部⾨を価値創造の源泉へ格上rし、⾃社
·¹öムを外部{ù´»ン¹販売w}»ü

ベûへ脱⽪す»sx

02

AI¸ー¸·ンøを標準´ンターフ
·ー¹{

全÷ータをAI¸ー¸·ンø|²¿»¹可能
z形{統合し、¸ー¸·ンö³ó¿·ワー

¿フýーへ全⾯移⾏す»sx

03

AI²û´úºムへの投資
B2CマーÁö³ンÀ予算を削減し、顧客の
AI¸ー¸·ンø{選ば¼»ためのAPI整備
x²û´úºム開発{再配分す»sx

04

÷ータ»ンター需要をûーûチ·ン¸の武器{

AI駆動の<超⾼速復旧·100%再¸ネ·ºンµ´ø⽔循環=パó
Áー¸を開発し、´ンフùプùóøフ¹ームを提供す»sx

05

ô´ンターボ経営への移⾏

÷¸タû実験環境を構築し、現場の²´÷²を週単位wPoCし、
成果を即座{全国展開す»体制を確⽴す»sx
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